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幼い頃から美術館に行くのが好きで、そこで展示をしている
アーティストに強い憧れを感じていました。そのため、MOT

（東京都現代美術館）さん側から WS（ワークショップ）のお誘い
をいただいた時に 『私なんかでいいのかしら』 と驚きつつ、
飛び上がる程嬉しかったことを覚えています。お話をいただいた
当初は私の【図解】とよばれる描き方をトレースする形を検討
していましたが、MOT さん側と協議を進める内に “ 技術 ”
ではなく “ 目線 ” を育てる WS を目指したいと思い今回の
構成へと至りました。

WS では、はじめに屋外を共に歩いて “ 感覚を開く ” 体験を
していただきました。屋外に出た時には緊張感が漂っていま
したが、立体作品に触れて感じたことを共有するにつれて、
皆さまの感覚が研ぎ澄まされていくのが感じられました。プロ
ムナードに行く頃には “ 感覚を開く ” だけでなく “ 空間の中で
気づきを探す ” 目線まですっかり備わっていて、エントランス
では私が気づかなった部分まで探されている方が多く、講師と
して驚きと共に嬉しさを感じる瞬間でした。

講堂に戻ってからも皆さまとても順調で、WS 前の不安はよそに
「時間が足りない！」と言わんばかりに手を動かされている
様子にワクワクしました。気づきを抽象的に表現される方、

文字で埋め尽くす方、布やテープを駆使して独創的な表現を
追求される方。同じ場所で同じ時間を過ごしたにも関わらず、
ひとつとして同じ作品はありませんでした。ある意味 “ 超リア
リティ ” を目指している自分にとって、皆さんの作品は逆立ち
してもできないものばかりで、作家としても気づきを得られる
と共に心が満たされる体験でした。

WS 以前から MOT に来られていた方が多かったですが、WS で
初めて気づいたり、今までと目線が変わったという体験をされた
かと思います。私は、アートは与えられるものではなく自分で
見つけ磨き出すものだと考えています。 自 分 自 身の経 歴
からそのような考えに至りましたが、幼い頃からアートに憧れ
ながらコンプレックスを抱いていた自分にとって、その考えが
自分の心を救うものでもあったと思っています。今回の WS は、
建築という身近な対象を通じて、その感覚を少しでも体験
いただけたらと思い計画させていただきました。

皆さまの日々に戻られてからも、たまにこの WS を思い出して
いただき、アートをただ味わうだけでなく自分自身の感覚を
開き気づきを拾い上げ、皆さまならではのアートを追求いただ
けますと幸いです。

塩谷 歩波（画家）

設計事務所、高円寺の銭湯・小杉湯を経て、画家として活動。建築図法
“アイソメトリック” と透明水彩で銭湯を表現した「銭湯図解」シリーズ
をSNSで発表、それをまとめた書籍を中央公論新社より発刊。レストラン、
ギャラリー、茶室など、銭湯にとどまらず幅広い建物の図解を制作。
TBS「情熱大陸」、NHK「人生デザイン U-29」数多くのメディアに取り
上げられている。著書は「銭湯図解」（中央公論新社）、「湯あがりみたいに、
ホッとして」（双葉社）、「塩谷歩波作品集」（玄光社）。
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講師 塩谷 歩波（画家）

銭湯図解「鳩の湯」（東京都国立市/2020） 純喫茶図解「それいゆ」（東京都杉並区/2023）

建築図解「ツバメコーヒー」（新潟県燕市/2023）

えんや ほなみ
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今回のワークショップでは、アイソメトリックと
呼ばれる建築図法を用いて、建物内部の図解を
描いている塩谷歩波さんを講師にお迎えし、実
施しました。会場となる東京都現代美術館は、
ユニークな建築空間によってパブリックスペース
も充実しています。そうした場所を巡りながら、
自らの様々な感覚を研ぎ澄まして建築空間を味
わいました。ワークショップをとおし、参加者の
皆さんは美術館に潜む「自分にとっての魅力」
を見つけられたのではないでしょうか。本冊子で
は、そうした当日の様子の一端をお届けします。

Aチーム Bチーム

材料・道具

日時

対象

参加者

日時

対象

参加者

2024年9月28日（土）13:30~16:30
中学生以上
９名

場所

参加費

東京都現代美術館　地下２階　講堂　ほか
3,000 円（Aチームは 1 名あたり、Bチームは 1 組あたりの金額）

•	白地図（平面図）
•	立面図（MOT図解）
•	色鉛筆
•	クーピー
•	水性カラーペン

•	テクスチャーの異なる素材
•	ハサミ
•	のり
•	テープ数種
•	クリップボード

•	ゴミ袋
•	模造紙
•	鉛筆
•	消しゴム

当日の流れ

講師である塩谷さんから、ご自身の制作にまつわるお話や、建築図面を描く
ための描画技法についてお話がありました。参加者も身近な建物やその内部
を思い浮かべながら、改めて建築が生み出す空間へ意識を向けていきます。

塩谷さんとともに美術館の敷地内を巡り、空間に潜む光や音、温度、建材の
質感などを、様々な感覚を用いながら味わいました。

５分

25分

20分

あいさつ

建築空間を考える（講師の自己紹介）

活動場所：公園口広場（屋外）

建築空間を味わう（鑑賞①）
エントランスホールの平面図に書き留めたことを、図解（立面図）へ落とし
込んでいきます。言葉や絵を描き込んだり、テクスチャーに特徴のある素材
を貼り付けることで、触覚による気付きも表現しました。

参加者一人ひとりが、様々な感覚をひらき捉えた発見を、多様な方法で表現
した「MOT図解」。お互いの気付きや表現の工夫を見比べながら鑑賞しました。

塩谷さんから、一連の活動に対してのコメントを受けてワークショップ終了です。

50分

20分

10分

「MOT図解」をつくる（制作）

「MOT 図解」を味わう（制作物の発表、参加者同士の表現を鑑賞）

まとめ

塩谷さんが用意した平面図に、参加者が発見したことを各自で書き入れて
いきます。参加者の中に眠る感覚を各方面にひらいていく時間です。

50分 建築空間を記録する（鑑賞②）

活動場所：水と石のプロムナード（地下 1 階）、エントランスホール（1 階）

2024年9月29日（日）13:30~16:30
小学生とその保護者のペア
６組（12名）
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空間の記憶を、記録したあとに

「美術館へ行こう」という時、その目的の多くは展覧会に訪れ
ることや、作品を鑑賞することであるように思います。もちろん、
その目的はもっともなのですが「作品と出会う」以外にも美術館
での過ごし方はあるものです。当館でいえば、図書室、ミュージアム
ショップ、レストラン、カフェ＆ラウンジといった、展示室以外の
場所を活用される方もいるでしょう。また、建築そのものが
生み出す様々な空間に、ただ佇むことが好きな方もいるでしょう。
そうした様々な「空間」 は利用者の皆さんにとってどのような
ものとなり得ているのだろうか。その「空間」の中に潜む魅力
があるとすればどのようなものなのだろうか、との考えから、塩谷
歩波さんを招いたワークショップを企画しました。

塩谷さんの作品といえば、建築空間を俯瞰して立体的に描くアイソ
メトリックという図法を用いた「図解」シリーズが代表的です。
銭湯から始まった図解も、今では純喫茶、レストラン、ギャラリー、
茶室など、幅広い建物内部を描くに至っています。塩谷さんが
描く図解において目を惹かれる点の一つに、建築空間の中に細や
かに描き込まれた人物の存在があります。描かれた人物たちが
生き生きと過ごしている姿は大変印象的です。そうした表現を
可能とするには、実際にその場所へ訪れ、いくらか時間を過ごし
ながら、その空間で過ごしている人々の様子や気配を観察すること
は欠かせません。そのうえで、その場所ならではの人の振る舞い

や姿を描いていくのですが、時に「その場所が将来的にこんな
場所になったら良いな」という作家自身の希望を込めることもあ
るそうです。リアルな描写に留まらず、作家の眼差しを通した
景色として描く創作行為は、場所や人の記憶を丁寧に拾い上げ
て記録していく、ということでもあるように思います。

今回のワークショップでは、美術館のパブリックスペースを巡り、
様々な感覚を澄ましながら空間を鑑賞する機会となりました。「鑑
賞」という形で改めて意識的に過ごしたことで、視覚的な発見
はもちろん「見えないけれど、そこに確かにあるもの」の数々に
気付くこともできたのではないでしょうか。例えば、音、光、風、
温度、触感、匂い、居心地…。日頃から何となく感じ取っては
いるものの、見過ごしたり、取りこぼしているものも多くあった
はずです。刻一刻と変化する、その瞬間にしか出会えない／
感じ取ることができないものの中には、皆さんの心をそっと揺さ
ぶるものもあったかもしれません。「美術作品」ではなくても、
私たちの感覚が触発されるものは身の回りにあふれています。
今回の経験が、日々の景色にも潜む彩りに気付くためのきっかけ
となれば嬉しいです。また、美術館もそうした彩りある場所の一つ
として、皆さんにとって親しみある場所になれたらと思います。

荒井 美月（東京都現代美術館 教育普及係）
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